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１３：００～１３：１５

１３：３０～１４：３０

１４：４０～１５：４０

１６：００～１６：４５

１７：００～１７：４５

１８：００～２０：００

１９：００～

１９：４５～

２０：００  

⬛開会式

⬛口頭発表　１～４

⬛口頭発表　５～７

⬛ポスター発表（奇数）

⬛ポスター発表（偶数）

⬛懇親会

⬛教育委員会企画　「名刺を渡して仲間や指導者と繋がろう」

⬛次年度実行委員長の挨拶
　

閉会

◉司　　　会　村木 優一（京都薬科大学）
◉開会の挨拶　第8回 フレッシャーズ・カンファランス 実行委員長　西口 工司（京都薬科大学）
◉会頭の挨拶　日本医療薬学会 会頭　山本 康次郎（群馬大学医学部附属病院）

◉司　　　会　村木  優一（京都薬科大学）
◉開会の挨拶　第８回 フレッシャーズ・カンファランス 実行委員長　西口工司（京都薬科大学）
◉乾杯の挨拶　日本医療薬学会 副会頭　亀井 美和子（帝京平成大学）

◉第９回 フレッシャーズ・カンファランス 実行委員長　濃沼 政美（帝京平成大学）

 

   ９：００～１０：００

１０：１５～１１：１５

１１：３０～１２：３０

１２：3０～１３：００

⬛口頭発表８～１０

⬛医療薬学教育委員会企画

⬛教育講演

⬛表彰・閉会式

◉優秀演題発表賞の表彰　審査委員長　辻本 雅之（京都薬科大学）
◉次年度実行委員長の挨拶　第９回 フレッシャーズ・カンファランス 実行委員長　濃沼 政美（帝京平成大学）
◉閉会の挨拶　第８回 フレッシャーズ・カンファランス 実行委員長　西口 工司（京都薬科大学）

「医療薬学会の学会で発表して輪を拡げよう」

「医療薬学とともに歩んだ私のキャリア̶あなたの未来へのヒント」
◉講師　寺田 智祐　先生（京都大学医学部附属病院 教授／薬剤部長）
◉座長　西口 工司（京都薬科大学）

会次第  （１日目）  ６月２１日（土）

会次第  （２日目）  ６月２２日（日）

第８回 フレッシャーズカンファランス
JSPHCS 8th Freshers’ Conference 会 次 第
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【第5会場】【第３会場】【第2会場】 【第4会場】【第1会場】
2F［Q24講義室］2F［Q24講義室］2F［Q22講義室］2F［Q22講義室］2F［Q21講義室］2F［Q21講義室］ 2F［Q23講義室］2F［Q23講義室］ １F［食堂］１F［食堂］3F［T31講義室］3F［T31講義室］

ポスター会場

12：00

12：30

13：00

13：30

14：00

14：30

15：00

15：30

16：30

17：30

18：30

18：00

19：00

19：30

20：00

16：00

17：00

時間
会場

１２：００～当日参加受付［１階］

12：00～13：00

16：00～16：45

口頭発表 １ 口頭発表 ２ 口頭発表 ３ 口頭発表 ４

13：30～14：30

14：40～15：40

ポスター発表

《奇 数》

ポスター貼付

17：00～17：45

ポスター発表

《偶 数》

18：00～20：00

懇親会

◎当日、昼食のご用意はございません。

開会式　　

口頭発表 ５ 口頭発表 ６ 口頭発表 ７

13：00～13：15

第８回 フレッシャーズカンファランス
JSPHCS 8th Freshers’ Conference 6月21日（土）  日程表
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◎当日、昼食のご用意はございません。

9：00

9：30

10：00

10：30

11：00

11：30

12：00

12：30

13：30

14：30

13：00

14：00

時間
会場

8：3０～当日参加受付［１階］

10：15～11：15

9：00～10：00

教育委員会企画

11：30～12：30

教育講演

12：30～13：00

閉会式・表彰式

13：00～14：00

ポスター撤去

【第5会場】【第３会場】【第2会場】 【第4会場】

口頭発表 9口頭発表 8 口頭発表 10

【第1会場】
2F［Q24講義室］2F［Q24講義室］2F［Q22講義室］2F［Q22講義室］2F［Q21講義室］2F［Q21講義室］ 2F［Q23講義室］2F［Q23講義室］ １F［食堂］１F［食堂］3F［T31講義室］3F［T31講義室］

ポスター会場

第８回 フレッシャーズカンファランス
JSPHCS 8th Freshers’ Conference 6月22日（日）  日程表
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第８回 フレッシャーズカンファランス
JSPHCS 8th Freshers’ Conference 会場図

EV
【第5会場】
Q講義室24

【第３会場】
講義室Q22

【第2会場】
講義室Q21

【第4会場】
講義室Q23

２F

１F

EV受付

クローククローク

出入口

多目的
トイレ

ポスター会場 教育委員会企画会場 懇親会会場

口頭発表1・5・8

EV

【第1会場】
講義室T31

３F

開会式
教育講演

閉会式・表彰式
会場

口頭発表2・6・9口頭発表3・7・10

口頭発表4
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プログラム
第８回 フレッシャーズカンファランス

JSPHCS 8th Freshers’ Conference
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教育講演 第１会場（3 階 T31 講義室） 

座長 西口 工司（京都薬科大学） 22 日 11：30～12：30 

  

 

医医療療薬薬学学ととととももにに歩歩んんだだ私私ののキキャャリリアアーーああななたたのの未未来来へへののヒヒンントト  

寺田 智祐（京都大学医学部附属病院 教授/薬剤部長） 
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教育委員会企画 ポスター会場（1 階食堂） 

  22 日 10：15～11：15 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第8回フレッシャーズ・カンファランス
医療薬学教育委員会企画

自身の発表内容を他者と共有しよう!

予約不要 参加自由

日時：

場所：京都薬科大学 躬行館１階 食堂（ポスター会場）
【参加者へのお願い】
名刺やLINE IDなど、情報交換できるものをご持参ください。また、口
頭発表の発表者は、発表スライドをA4サイズに印刷するなどして持参し
て下さい（ポスター発表者は、掲示ポスターをご利用いただけます）。

医療薬学教育委員会 委員

池田 義人
滋賀医大病院
脂質生化学

伊藤 清美
武蔵野大
薬物動態学

賀川 義之
静岡県立大
臨床薬剤学

角山 香織
大阪医薬大
薬学教育・臨床薬学

河原 昌美
愛知学院大
臨床薬学・がん治療

辻 泰弘
日本大
薬物動態学

中南 秀将 
東京薬大
微生物学・感染症学

松元 一明
慶應大
感染症学

村木 優一
京都薬大
薬剤疫学・臨床疫学

室 高広
長崎国際大
薬剤疫学・医療薬学

私達が、学生や初学者の皆さんの次に繋がるきっかけをサポートします！

テーマ

【趣旨】
• 学会に参加し、発表することは情報収集や発信だけでなく、他者と共有し、議論
することで次の研究に繋げたり、これからのモチベーションに繋がります。

• 本企画では、教育委員会委員が中心となり、参加者間の共有の場を提供し、
医療薬学会年会への参加や、更なる研究の発展に繋がるきっかけ作りを目指し
ます。

６月22日（日）10時15分 – 11時15分

（上段から氏名・所属・専門分野）

お問い合わせ：第8回フレッシャーズ・カンファランス実行委員会（日本医療薬学会 reg@jsphcs.jp）
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口頭発表 1 第 2 会場（2 階 Q21 講義室）

座長 賀川 義之（静岡県立大学） 21 日 13：30～14：30 

安藤 航 （北里大学） 

O1-1 MMyyccoobbaacctteerriiuumm  aavviiuumm  ccoommpplleexxにに対対すするる ββ ララククタタムム系系薬薬 22 剤剤併併用用のの iinn  vviittrroo 有有効効性性評評価価 

 〇吉川 万衣子 1), 西村 知泰 2),3), 三澤 可奈 4), 島村 莉奈 1), 鈴木 健太 1), 五十嵐 裕貴 1), 榎木 裕紀 1), 

長谷川 直樹 3), 南宮 湖 3), 松元 一明 1) 

1) 慶應大院・薬, 2) 慶應大・保健管理センター, 3) 慶應大・医, 4) 岡山大病院・薬剤部

O1-2 胆胆汁汁酸酸依依存存的的 AABBCCBB44 リリンン脂脂質質排排出出にに重重要要なな細細胞胞外外ルルーーププののアアミミノノ酸酸残残基基同同定定  
○小澤 慶祐 1), 池田 義人 1), 山田 泰之 2), 士反 伸和 2), 森田 真也 1)

1) 滋賀医大•医, 2) 神戸薬大•薬

O1-3 血血管管内内皮皮細細胞胞のの接接着着分分子子発発現現にに対対すするるアアデデノノシシンンのの影影響響 

○山脇 遥仁 1), 柳瀬 雄輝 1), 甲斐 ゆり乃 2), 吉井美智子 1), 合田光寛 1)

1) 広島大院・薬, 2) 広島大・薬 

O1-4 熱熱応応答答性性キキシシロロググルルカカンンをを用用いいたた口口腔腔粘粘膜膜用用製製剤剤のの検検討討  
○小川 菜月 1), 廣瀬香織 1), 大和谷和彦 2), 田渕彰 2), 鈴木夢生 2), 芦澤一英 1), 石井文由 1),3), 今中侑子 1),3)

小田馨 1),  花輪剛久 1)

1）東京理科大学・薬, 2）MP 五協フード＆ケミカル株式会社, 3）明治薬科大学・薬

口頭発表 2 第 3 会場（2 階 Q22 講義室）

座長 豕瀬 諒  （京都薬科大学） 21 日 13：30～14：30 

吉川 直貴（山梨大学医学部附属病院） 

O2-1 NNDDBBオオーーププンンデデーータタ解解析析にに基基づづくく本本邦邦ににおおけけるるババイイオオシシミミララーー使使用用実実態態のの記記述述  
○落合 葵, 増井 翔, 矢島 広大, 米澤 淳
慶應大・薬

O2-2 タタンンパパクク非非結結合合形形濃濃度度にに着着目目ししたた MMRRSSAA 感感染染症症治治療療薬薬のの非非線線形形混混合合効効果果モモデデルル解解析析 

〇山田 知奈 1), 青山 隆彦 1), 溝井 舞 1), 黒崎 史大 1), 川筋 仁史 2), 山本 善裕 2), 辻 泰弘 1) 
1) 日本大・薬, 2) 富山大・医

O2-3 小小児児ががんん患患者者のの予予後後にに対対すするるリリハハビビリリテテーーシショョンンおおよよびび栄栄養養指指導導のの影影響響  
○坂居 知憲 1,2), 武田 達明 3), 蔵田 靖子 2), 岩田 直大 2), 田中 雄太 2), 濱野 裕章 1,2), 座間味 義人 1,2)

1) 岡山大院・薬，2) 岡山大病院・薬剤部，3) 岡山大・臨床薬学教育研究センター

O2-4 脳脳出出血血急急性性期期のの血血圧圧管管理理ににおおけけるる薬薬剤剤師師とと医医師師のの協協働働ププロロトトココーールルのの有有用用性性  
○佐川 喬也 1,2), 石田 智滉 3,4), 常風 興平 1,2),  森沢 惇平 1), 福田 仁 5), 新野 健 5)，

川村 貴子 5)， 川田 敬 6)， 上羽 哲也 5)， 浜田 幸宏 1,2)

1) 高知大病院・薬剤部, 2) 高知大院・医, 3) 名市大・薬, 4) 名市大院・薬,
5) 高知大病院・脳神経外科, 6) 徳島大病院・薬剤部
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口頭発表 3 第 4 会場（2 階 Q23 講義室）

座長 中村 暢彦（愛知学院大学） 21 日 13：30～14：30 

平田 尚人（東京薬科大学） 

O3-1 薬薬剤剤師師にによよるる高高齢齢者者機機能能評評価価をを用用いいたた介介入入がが高高齢齢膵膵ががんん患患者者にに対対すするるががんん薬薬物物療療法法にに与与ええるる影影響響 
○苅田 柾人 1), 中村 大学 1,3), 堀 雅之 1), 横井 杏菜 1), 堀田 祐志 1,3), 近藤 勝弘 2,3), 日比 陽子 1,3)

1) 名古屋市立大学病院 薬剤部, 2) 名古屋市立大学医学部附属東部医療センター 薬剤部,

3) 名古屋市立大学大学院医学研究科 臨床薬剤学分野

O3-2 大大規規模模保保険険請請求求情情報報をを用用いいたた内内科科ままたたはは小小児児科科のの診診療療所所をを受受診診ししたた 6655 歳歳未未満満のの非非細細菌菌性性急急性性感感染染性性下下痢痢症症患患者者

にに対対すするる診診療療のの実実態態  
〇北田 結子, 豕瀬 諒,

  村木 優一 
京都薬科大・薬 

O3-3 アアナナフフィィララキキシシーー患患者者ににおおけけるるアアドドレレナナリリンン自自己己注注射射のの使使用用とと治治療療上上のの問問題題点点のの評評価価  
○藤原 愛梨 1), 池村 舞 1,2), 田村 亮 2), 渡邉 薫 2), 久米 学 2), 松岡 由典 3,4), 有吉 孝一 3)，

橋田 亨 1,2,4), 室井 延之 2)

1) 神戸学院大・薬, 2) 神戸市立医療センター中央市民病院・薬剤部，
3) 神戸市立医療センター中央市民病院・救命救急センター，

4) 神戸市立医療センター中央市民病院・臨床研究推進センター

O3-4 診診療療デデーータタベベーーススをを用用いいたた妊妊娠娠可可能能年年齢齢女女性性のの子子宮宮頸頸ががんんにに対対すするる化化学学療療法法実実施施実実態態調調査査 

○光藤 海志, 土屋 雅美, 柳澤 友希, 木﨑 速人, 今井 俊吾,
 堀 里子

慶應大・薬

口頭発表 4 第 5 会場（2 階 Q24 講義室）

座長 池田 義人（滋賀医科大学医学部附属病院） 21 日 13：30～14：30 

植田 貴史（兵庫医科大学病院） 

O4-1 22002200 年年度度ににおおけけるる NNDDBB オオーーププンンデデーータタをを用用いいたた日日本本のの制制吐吐薬薬とと高高度度催催吐吐性性リリススククのの抗抗ががんん剤剤のの使使用用状状況況おおよよびび
ががんんのの認認定定・・専専門門薬薬剤剤師師数数ととのの関関係係  

○佐々貴 夕佳,
  豕瀬 諒, 村木 優一

京都薬科大・薬

O4-2 診診療療情情報報デデーータタベベーーススをを用用いいたた DDaayyss  ooff  AAnnttiibbiioottiicc  SSppeeccttrruumm  CCoovveerraaggee にに基基づづくく診診療療科科おおよよびび診診療療体体制制にに着着目目
ししたた抗抗菌菌薬薬使使用用量量調調査査  
○中林 花音 1), 髙田 啓介 2), 今井 俊吾 1), 佐村 優 1,3), 鈴木 絢子 4), 岡本 侑子 1), 五十嵐 裕貴 1),

榎木 裕紀 1), 堀 里子 1), 松元 一明 1)

1）慶應義塾大・薬,  2) 慶應義塾大院・薬,  3) 帝京平成大・薬,  4) 北里大・薬

O4-3 甘甘草草含含有有漢漢方方薬薬服服用用患患者者ににおおけけるる低低 KK 血血症症リリススクク因因子子のの後後方方視視的的調調査査  
○赤垣 恵太 1,2）, 石田 智滉 3,4）, 佐川 喬也 1,2）, 森沢 惇平 1）, 丸山 拓実 1）,

常風 興平１）, 浜田 幸宏 1,2）

1) 高知大病院・薬剤部, 2) 高知大院・医, 3) 名市大・薬, 4) 名市大院・薬

O4-4 アアミミオオダダロロンン注注射射剤剤のの静静脈脈炎炎発発症症のの危危険険因因子子にに関関すするる後後ろろ向向ききココホホーートト研研究究 

○平井 優樹 1), 西山 徳人 2), 橋本 みさき 3), 田中 雅幸 1,2), 岩根 詩織 1), 西田 健太朗 1), 辻 敏和 1)

1) 摂南大・薬, 2) 関西医大病院・薬剤部, 3) 足立いつき薬局
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口頭発表 5 第 2 会場（2 階 Q21 講義室）

座長 松元 一明（慶應義塾大学） 21 日 14：40～15：40 

横山 匡  （静岡県立大学） 

O5-1 口口腔腔カカンンジジダダ症症へへのの利利用用をを目目指指ししたた口口腔腔内内付付着着性性フフィィルルムムのの開開発発  

○舘野 あい 1), 芦澤 一英 1), 石井 文由 1),2), 今中 侑子 1),2), 小田 馨 1), 廣瀬 香織 1), 花輪 剛久 1)

1）東京理科大学・薬、 2）明治薬科大学・薬

O5-2 内内封封 DDNNAA のの細細胞胞質質放放出出をを促促進進すするる脂脂質質ナナノノキキャャリリアアをを用用いいたた DDNNAAワワククチチンン製製剤剤のの開開発発 

○木下 玲野 1)
, 井部 小夏 1)

,  廣瀬 晶子 1), 室井 正志 1, 2), 伊從 光洋 1, 2), 濱 進 1, 2)

1) 武蔵野大・薬，2) 武蔵野大・薬学研究所

O5-3 リリンンカカーー型型中中分分子子化化合合物物のの薬薬効効発発現現ににおおけけるるイインンタターーフフェェロロンン誘誘導導性性膜膜タタンンパパクク質質群群のの役役割割 

〇瀬戸 まりあ, 苫米地 隆人, 前田 和哉 
1) 北里大・薬

O5-4 分分散散安安定定性性のの向向上上をを目目的的ととししたたメメフフェェナナムム酸酸のの微微粒粒子子化化ととそそのの物物性性のの検検討討 

○阪口 実優 1)，吉川 真以 1)，芦澤 一英 1)，石井 文由 1.2)，今中 侑子 1,2)，小田 馨 1)，廣瀬 香織 1)，
花輪 剛久 1)

1) 東京理科大・薬, 2) 明治薬科大・薬

口頭発表 6 第 3 会場（2 階 Q22 講義室）

座長 北田 徳昭（京都薬科大学） 21 日 14：40～15：40 

近藤 勝弘（名古屋市立大学医学部附属東部医療センター） 

O6-1 日日本本ににおおけけるる緑緑内内障障点点眼眼薬薬のの治治療療継継続続率率：：医医療療保保険険レレセセププトトデデーータタをを用用いいたた分分析析  

○壁矢 健司 1), 佐藤 宏樹 1), 柳 奈津代 1,2), 澤田 康文 1)

1）東京大院・薬， 2）慶應大・薬

O6-2 ニニボボルルママブブ投投与与にによよるる免免疫疫関関連連有有害害事事象象のの重重症症度度とと検検査査値値ととのの関関連連  
○東 湧真 1,3), 井上 陽 2), 永岡 大輝 1,4), 吉田 雄貴 1), 野村 彩衣 2)

 , 吉成 宏顕 1), 工藤 正純 1,2),

髙﨑 新也 2)

1) 国際医療福祉大学病院薬剤部, 2) 国際医療福祉大・薬, 3) 国際医療福祉大院・薬,
4) 国際医療福祉大院・医

O6-3 心心不不全全患患者者ににおおけけるる SSGGLLTT22阻阻害害剤剤のの使使用用実実態態とと有有害害事事象象のの特特徴徴：：医医療療行行政政デデーータタベベーーススおおよよびび有有害害事事象象報報告告  
デデーータタベベーーススかかららのの報報告告  

○里 和也 1,2), 川田 敬 1,2), 石田 智滉 3), 久保 亨 4), 相澤 風花 1,5), 八木 健太 6), 石澤 有紀 7),
新村 貴博 1,5), 合田 光寛 8), 石澤 啓介 1,2,5)

1) 徳島大院・医歯薬, 2) 徳島大病院・薬剤部, 3) 名古屋市大・薬, 4) 高知大・循内,

5) 徳島大病院・総合臨床研究セ, 6) 島根大病院・薬剤部, 7) 四国大・栄養, 8) 広島大・薬

O6-4 抗抗酸酸化化物物質質にによよるるババンンココママイイシシンン誘誘発発性性腎腎障障害害のの予予防防効効果果検検証証  

○中西 慧 1), 今井 俊吾 2),  土屋 雅美 2), 飯野 温 1), 木﨑 速人 2), 堀 里子 2)

1) 慶應義塾大院・薬, 2）慶應義塾大・薬
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口頭発表 7 第 4 会場（2 階 Q23 講義室）

座長 角山 香織（大阪医科薬科大学） 21 日 14：40～15：40 

今井 俊吾（慶應義塾大学） 

O7-1 PPrreevvaalleenntt  NNeeww  UUsseerr  DDeessiiggnn をを用用いいたた  AAnnttii--EEppiiddeerrmmaall  GGrroowwtthh  FFaaccttoorr  RReecceeppttoorr  AAnnttiibbooddyy とと PPrroottoonn  PPuummpp  
IInnhhiibbiittoorrss 併併用用時時のの低低ママググネネシシウウムム血血症症リリススククのの評評価価 
○森本 萌乃美, 鈴木 信也, 鯉沼 卓真, 市村 丈典, 藤宮 龍祥, 堀 祐輔

東京薬科大・薬

O7-2  大大規規模模保保険険請請求求情情報報をを用用いいたた膵膵ががんん術術後後補補助助化化学学療療法法ににおおけけるる SS--11 療療法法のの継継続続率率とと予予後後のの関関係係 

○羽立 夏菜, 豕瀬 諒, 村木 優一
京都薬科大・薬

O7-3 尿尿路路上上皮皮ががんん患患者者ににおおけけるるエエンンホホルルツツママブブベベドドチチンンのの副副作作用用因因子子のの後後ろろ向向きき研研究究  
○荒田 美佳子 1,2), 野田 哲史 1,3),  永澤 誠之 4),  影山 進 4),  森田 真也 2,3)

1） 立命館大・薬,  2） 滋賀医科大学医学部附属病院・薬剤部,  3） 滋賀医科大・薬物治療学講座,

4） 滋賀医科大・泌尿器科学講座

O7-4 血血液液中中ににおおけけるる NN--アアセセチチルルググルルココササミミンン濃濃度度とと認認知知症症ととのの関関連連性性にに関関すするる探探索索的的研研究究 

○中村 明日香 1), 山本 吉章 1,2), 小尾 智一 3), 横山 匡 1), 谷澤 康玄 1), 辻 大樹 1), 賀川 義之 1)

1) 静岡県立大・薬, 2) 国立病院機構金沢医療センター・薬剤部,
3) 国立病院機構静岡てんかん・神経医療センター・脳神経内科

口頭発表 8 第 2 会場（2 階 Q21 講義室）

座長 伊藤 清美（武蔵野大学） 22 日 9：00～10：00 

前田 和哉（北里大学） 

O8-1 小小児児科科循循環環器器疾疾患患薬薬のの粉粉砕砕後後のの安安定定性性評評価価 
○小島 優奈 1）, 齋藤 順平 2）, 赤羽 三貴 2）, 山谷 明正 2,3）, 芦澤 一英 1）, 石井 文由 1,3），

今中 侑子 1,3）, 小田 馨 1), 廣瀬 香織 1）, 花輪 剛久 1）

1）東京理科大・薬， 2) 国立成育医療研究センター・薬剤部， 3) 明治薬科大・薬

O8-2 抗抗菌菌薬薬投投与与がが引引きき起起ここすす MMyyccoobbaacctteerriiuumm  aabbsscceessssuuss のの細細胞胞壁壁脂脂質質ととココロロニニーー形形態態のの変変化化  
○島村 莉奈 1), 西村 知泰 2), 吉川 万衣子 1), 三澤 可奈 3), 矢野 大和 4), 榎木 裕紀 1), 五十嵐 裕貴 1)

長谷川 直樹 5), 南宮 湖 5), 松元 一明 1)

1) 慶應大院・薬・薬効解析学講座, 2) 慶應大・保健管理センター，
3）岡山大・薬剤部, 4）国立感染症研究所, 5) 慶応大・医・感染症学教室

O8-3 オオゾゾンンのの新新たたなな形形態態  ～～オオゾゾンン形形態態のの違違いいがが色色素素のの脱脱色色性性にに及及ぼぼすす影影響響～～  
○吉岡 雅起 1), 上田 桜 1), 西岡 茉名美 1), 岡本 優子 2), 井上 知美 1),

石渡 俊二 1), 小竹 武 1)

1）近畿大・薬, 2）（株）タムラテコ

O8-4 小小腸腸オオルルガガノノイイドド aappiiccaall--bbaassaall 反反転転培培養養方方法法のの確確立立 

○浅川 綾汰 1), 佐藤 夕紀 2), 柏木 仁 2), 梨本 俊亮 2), 武隈 洋 3), 菅原 満 2,3)

1) 北海道大学薬, 2) 北海道大学院・薬, 3) 北海道大学病院・薬剤部
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口頭発表 9 第 3 会場（2 階 Q22 講義室）

座長 髙田 龍平（東京大学医学部附属病院） 22 日 9：00～10：00 

田中 雅幸（摂南大学） 

O9-1 血血清清中中ベベババシシズズママブブののババイイオオトトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン解解析析手手法法のの確確立立  
○湧谷 華織 1), 増井 翔 1), 矢島 広大 1), 嶋田 崇史 1,2), 橋井 則貴 3), 石井 明子 3),米澤 淳 1)

1) 慶應大院・薬, 2) 島津製作所, 3) 国立医薬品食品衛生研究所

O9-2 ヒヒトト小小腸腸細細胞胞ススフフェェロロイイドドのの sswweelllliinngg をを指指標標ととししたた下下痢痢リリススクク評評価価にに関関すするる基基礎礎検検討討  

○岡村 侑茉 1), 深田 翔太 2), 内村 明子 1), 前田 和哉 1,2)

1) 北里大・薬, 2) 北里大院・薬

O9-3 ドドキキソソルルビビシシンンおおよよびびオオキキササリリププララチチンンにによよるる卵卵巣巣顆顆粒粒膜膜細細胞胞へへのの細細胞胞毒毒性性評評価価 
○目黒 唯奈 1), 田中 雄太 2), 森 彩美 2), 濱野 裕章 1,2), 座間味 義人 1,2)

1) 岡山大・薬, 2) 岡山大病院・薬剤部

O9-4 ソソーーシシャャルルメメデディィアアをを対対象象ととししたたオオーーババーードドーーズズ関関連連投投稿稿のの自自動動分分類類とと感感情情分分析析  

○市山 凜太郎 1), 久村 颯海 1), 佐藤 隆哉 1), 木﨑 速人 1), 土屋 雅美 1), 今井 俊吾 1), 西山 智弘 3)，
矢田 竣太郎 2), 荒牧 英治 3), 堀 里子 1)

1) 慶應大院・薬/慶應大・薬, 2) 筑波大・図書館情報メディア系, 3) 奈良先端科学技術大学院大

口頭発表 10 第 4 会場（2 階 Q23 講義室）

座長 野田 哲史（立命館大学） 22 日 9：00～10：00 

舟越 亮寛（医療法人鉄蕉会亀田総合病院） 

10-1 心心疾疾患患とと生生活活習習慣慣病病のの既既往往歴歴ががパパククリリタタキキセセルル投投与与後後のの心心不不全全発発症症にに与与ええるる影影響響
○岩根 詩織 1）, 田中 雅幸 1）

,  宮本 朋佳 2）, 長谷部 茂 1）, 菊田 真穂 1）, 辻 敏和 1）

1）摂南大・薬, 2）兵庫医科大・薬

10-2  SSooddiiuumm--GGlluuccoossee  CCoottrraannssppoorrtteerr  22  IInnhhiibbiittoorr 投投与与中中糖糖尿尿病病患患者者ににおおけけるるアアンントトララササイイククリリンン系系抗抗ががんん剤剤投投与与時時
のの心心不不全全発発現現リリススククにに関関すするる周周辺辺効効果果のの推推定定 

○土井 彪雅, 鯉沼 卓真, 鈴木 信也, 市村 丈典, 平出 誠, 堀 祐輔
東京薬科大・薬

10-3 自自然然言言語語処処理理をを用用いいたた類類似似イインンシシデデンントト事事例例検検索索シシスステテムムのの開開発発
○久村 颯海 1),  木﨑 速人 1),  土屋 雅美 1),  今井 俊吾 1),  西山 智弘 2), 矢田 竣太郎 2,3), 荒牧 英治 2),
安室 修 4),  舟越 亮寛 4),  堀 里子 1)

1) 慶應大院・薬/慶應大・薬,  2) 奈良先端科学技術大学院大,  3) 筑波大・ 図書館情報メディア系,
4) 亀田総合病院・薬剤部

10-4 錠錠剤剤のの粉粉砕砕方方法法のの違違いいにによよるる懸懸濁濁性性へへのの影影響響
○西澤 理愛, 谷島 優, 川上 貴裕, 坪内 清貴, 原 祐輔, 石本 尚大, 崔 吉道
金沢大学附属病院・薬剤部
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ポスター発表 ポスター会場（1 階食堂）

（P-奇数）示説時間 21 日 16：00～16：45 

（P-偶数）示説時間 21 日 17：00～17：45 

P-01 ベベネネトトククララククススがが真真菌菌のの増増殖殖・・細細胞胞壁壁構構造造・・薬薬剤剤感感受受性性にに与与ええるる影影響響のの検検討討
○萩野谷 伊織, 山中 大輔, 関野 翔生, 畔蒜 祐一郎, 安達 禎之, 平田 尚人
東京薬科大・薬

P-02  CCppGG オオリリゴゴ DDNNAA 搭搭載載脂脂質質ナナノノキキャャリリアアをを用用いいたたママララリリアア抗抗原原遺遺伝伝子子送送達達法法のの開開発発
○井部 小夏 1), 廣瀬 晶子 1), 木下 玲野 1), 伊從 光洋 1, 2), 濱 進 1, 2)

1) 武蔵野大・薬， 2) 武蔵野大・薬学研究所

P-03 ヒヒトト消消化化管管上上皮皮モモデデルル CCaaccoo--22 細細胞胞ににおおけけるるロロキキササデデュュススタタッットトのの細細胞胞膜膜輸輸送送にに及及ぼぼすすイインンドドキキシシルル硫硫酸酸のの影影響響

○藤井 藍, 辻本 雅之, 岩田 怜子, 和泉 奏咲, 平塩 智基, 福永 光樹, 西口 工司
京都薬大・薬

P-04 化化学学療療法法誘誘発発性性末末梢梢神神経経障障害害にに対対すするるエエリリススロロポポエエチチンン製製剤剤のの治治療療効効果果のの検検討討
○山中 啓輔, 畔蒜 祐一郎, 平田 尚人
東京薬科大学・薬

P-05 シシププロロフフロロキキササシシンン併併用用にによよるる血血漿漿中中ララササギギリリンン濃濃度度上上昇昇のの生生理理学学的的薬薬物物速速度度論論モモデデルル解解析析
○小澤 優太朗 1), 三浦 一輝 1), 山岸 喜彰 1, 2), 工藤 敏之 1, 2), 伊藤 清美 1, 2)

1) 武蔵野大・薬, 2) 武蔵野大・薬研

P-06 アアメメナナメメビビルルのの  CCYYPP33AA  代代謝謝特特性性解解析析とと CCYYPP33AA44  遺遺伝伝子子変変異異のの影影響響

○稲垣 真緒 1), 池田 帆乃佳 1), 齋藤 優太 1), 今岡 鮎子 1,2,3), Guengerich FP4), 中村 克徳 5),
山本 康次郎 6), 秋好 健志 1,2,3), 大谷 壽一 1,2,3,7)

1) 慶應義塾大学薬学部, 2) 慶應義塾大学大学院薬学研究科, 3) 慶應義塾大学医学部，

4）Vanderbilt University, 5）琉球大学医学部, 6）群馬大学医学部，7）慶應義塾大学病院薬剤部

P-07 新新規規慢慢性性心心不不全全治治療療薬薬ベベルルイイシシググアアトトとと SSGGLLTT22 阻阻害害薬薬ののググルルククロロンン酸酸抱抱合合代代謝謝ににおおけけるる相相互互作作用用

〇鈴木 凜花 1), 大塩 徹 2), 中嶋 慶太郎 1), 山岸 喜彰 1,3), 工藤 敏之 1,3), 伊藤 清美 1,3) 
1) 武蔵野大・薬, 2) 武蔵野大院・薬, 3) 武蔵野大・薬研

P-08 ドドキキソソルルビビシシンン誘誘発発心心筋筋症症モモデデルルママウウススのの NNGGSS 解解析析にによよるる発発現現変変動動遺遺伝伝子子のの網網羅羅的的探探索索
○熱田 紘季 1), 吉川 直貴 2), 畔蒜 祐一郎 1), 平田 尚人 1)

1) 東京薬科大・薬、2) 山梨大学医学部附属病院・薬剤部

P-09 筋筋緊緊張張改改善善剤剤ででああるるエエペペリリゾゾンンのの線線維維芽芽細細胞胞選選択択的的なな細細胞胞死死誘誘導導作作用用とと抗抗線線維維化化作作用用
○三谷 彩佳 1), 下田 実可子 1), 杉崎 俊文 1), 川原 正博 1,2), 山川 直樹 3), 水島 徹 4), 田中 健一郎 1,2)

1) 武蔵野大・薬，2) 武蔵野大・薬研，3) 就実大・薬，4) LTT Bio-Pharma

P-10 モモノノカカルルボボンン酸酸輸輸送送担担体体のの発発現現ととががんんのの予予後後にに関関すするるメメタタ解解析析及及びび iinn  vviittrroo ににおおけけるる検検討討

◯向井 悠斗, 山口 敦史, 菅沼 雄大, 岡本 敬介, 松本 憲之, 上田 一奈太, 鳴海 克哉, 小林 正紀
北大院・薬

P-11 ヒヒトト消消化化管管上上皮皮モモデデルル CCaaccoo--22 細細胞胞ににおおけけるるロロキキササデデュュススタタッットトのの細細胞胞膜膜輸輸送送にに及及ぼぼすす pp--ククレレジジルル硫硫酸酸のの影影響響
○岩田 怜子, 辻本 雅之, 藤井 藍, 和泉 奏咲, 平塩 智基, 福永 光樹, 西口 工司
京都薬大・薬

P-12 リリンンカカーー型型中中分分子子化化合合物物のの細細胞胞内内取取りり込込みみ機機構構のの解解明明
○伊勢 日菜子, 苫米地 隆人, 炭田 訓史, 前田 和哉

北里大・薬

P-13 チチアアミミンンののリリンン酸酸化化にに着着目目ししたたメメトトロロニニダダゾゾーールル誘誘発発性性脳脳症症のの発発症症機機序序のの検検討討
○佐野 未夢香 1), 高橋 夕葵 1), 平松 琢路 1), 小川 康子 1, 2), 山岸 喜彰 1, 2), 工藤 敏之 1, 2), 伊藤 清美 1, 2)

1) 武蔵野大・薬, 2) 武蔵野大・薬研

P-14  アアセセトトアアミミノノフフェェンンがが神神経経発発達達障障害害へへ及及ぼぼすす影影響響のの評評価価

○我藤 さやか 1), 若井 恵里 1), 豊福 眞子 1), 中島 礼望 1), 添田 修平 2), 上島 智 1), 角本 幹夫 1)

1) 立命館大・薬, 2) 京都府立医科大・医
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ポスター発表 ポスター会場（1 階食堂）

（P-奇数）示説時間 21 日 16：00～16：45 

（P-偶数）示説時間 21 日 17：00～17：45 

P-15 腹腹腔腔鏡鏡下下前前立立腺腺全全摘摘手手術術ににおおけけるるセセフファァゾゾリリンン母母集集団団薬薬物物動動態態パパララメメーータタのの構構築築とと至至適適投投与与間間隔隔のの評評価価
○髙橋 勇貴１）, 小松 敏彰 2）, 尾鳥 勝也 1,2）

1）北里大・薬, 2）北里大病院・薬剤部

P-16 販販売売量量デデーータタにに基基づづくく抗抗ががんん剤剤にに対対すするる制制吐吐薬薬のの使使用用状状況況のの俯俯瞰瞰的的評評価価
○沼田 真依, 豕瀬 諒, 村木 優一

京都薬科大学・薬

P-17 シシススププララチチンンにによよるる腎腎機機能能障障害害にに対対すするる静静注注ママググネネシシウウムム製製剤剤のの予予防防効効果果のの検検討討：：傾傾向向ススココアア法法ママッッチチンンググをを

用用いいたた後後ろろ向向ききココホホーートト研研究究  
○野国 果琳 1), 毛利 順一 1,2), 東山 倫子 1,2), 松井 浩 1), 尾鳥 勝也 1,2)

1) 北里大・薬, 2) 北里大病院・薬剤部

P-18 びびままんん性性大大細細胞胞型型 BB細細胞胞リリンンパパ腫腫ににおおけけるる相相対対的的  NNrrff22 発発現現量量とと患患者者背背景景因因子子のの関関連連性性解解析析
〇野中 優香 1）, 吉川 直貴 2）, 永村 陽一郎 3) , 指田 博也 3）, 畔蒜 祐一郎 1）, 平田 尚人 1） 
１）東京薬科大・薬, 2）山梨大学医学部附属病院・薬剤部, 3）武蔵野赤十字病院・薬剤部

P-19 高高用用量量シシススププララチチンンをを用用いいたたががんん化化学学療療法法施施行行患患者者ににおおけけるる腎腎機機能能障障害害予予防防にに対対すするる静静注注ママググネネシシウウムム製製剤剤のの
有有用用性性：：逆逆確確率率重重みみ付付けけ解解析析をを用用いいたた後後ろろ向向きき観観察察研研究究  
○見目 真海 1), 東山 倫子 1,2), 毛利 順一 1,2), 松井 和浩 1）, 尾鳥 勝也 1,2)

1) 北里大・薬, 2) 北里大病院・薬剤部

P-20 ダダララツツムムママブブ皮皮下下注注ににおおけけるるイインンフフュューージジョョンンリリアアククシショョンン発発現現にに関関すするる後後方方視視的的調調査査
○伊藤 楓香 1), 山岸 奈央 1), 竹村 風太 1), 伊野 陽子 1,2), 田中 和秀 1,2), 安田 昌宏 1,2),笠原 千嗣 1,3)

1）岐阜薬大・薬、2）岐阜市民病院・薬剤部、3）岐阜市民病院・血液内科

P-21 カカルルボボププララチチンン投投与与量量設設計計ににおおけけるる腎腎機機能能推推算算式式のの違違いいがが有有効効性性・・安安全全性性にに与与ええるる影影響響のの検検討討
○百瀬 琴野 1）, 秋田 桂汰 2）, 櫛原 秀之 2）, 成瀬 徳彦 2）, 渡邊 法男 1），河原 昌美 1）

1）愛知学院大・薬，2）日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院・薬剤部

P-22 医医療療情情報報デデーータタベベーーススおおよよびび PPKK//PPDD モモデデルルをを用用いいたたエエドドキキササババンンのの投投与与方方法法にに関関すするる検検討討
○佐竹 ひかる 1), 岡田 章 1,2), 世良 庄司 1,2), 永井 尚美 1,2)

1) 武蔵野大・薬, 2) 武蔵野大・薬研

P-23 化化学学療療法法をを受受けけるるががんん患患者者のの悪悪液液質質発発症症のの予予測測ににおおけけるる体体成成分分分分析析のの有有用用性性
○山本 真衣 1), 三村 佳久 2), 杉山 洋介 2), 田﨑 慶彦 2), 堀田 祐志 2)、渡邊 法男 1), 河原 昌美 1),

日比 陽子 2)

1) 愛知学院大・薬, 2) 名古屋市立大院・医

P-24 小小児児ににおおけけるるカカフフェェイインンおおよよびびそそのの代代謝謝物物のの濃濃度度とと頭頭痛痛のの関関係係のの解解析析

○鈴木 絵海香 1), 疋田 敏之 2), 小川 康子 1, 3), 山岸 喜彰 1, 3), 工藤 敏之 1, 3), 伊藤 清美 1, 3)

1) 武蔵野大・薬, 2) ひきた小児科クリニック, 3) 武蔵野大・薬研

P-25 慢慢性性 CC 型型肝肝炎炎治治療療後後のの患患者者ににおおけけるるウウルルソソデデオオキキシシココーールル酸酸のの服服用用とと血血中中オオーートトタタキキシシンン濃濃度度のの関関係係
○気賀 晴花 1), 安藤 航 1,2), 横森 弘昭 3,4), 菅原 充広 1,2)

1) 北里大・薬, 2)北里大学メディカルセンター・薬剤部, 3) 北里大学メディカルセンター・総合内科,

4) 一亮会ほつかクリニック

P-26 早早産産児児眼眼底底検検査査時時にに使使用用すするるカカププトト点点眼眼液液のの有有害害反反応応にに関関すするる調調査査

○園田 彩乃 1), 三宅 沙央莉 2), 岸上 真 3). 郷間 環 3), 片山 義規 3), 清水 一弘 4), 小西 麗子 1), 向井 1),
小森 浩二 1). 河田 興 1)

1) 摂南大・薬, 2) 愛仁会高槻病院・薬剤科, 3) 同・新生児科, 4) 同・眼科

P-27 抗抗血血栓栓薬薬配配合合錠錠処処方方開開始始前前後後のの服服薬薬アアドドヒヒアアラランンスス変変化化とと MMAACCEE 発発症症ととのの関関連連解解析析
○松田 大輝 1), 松村 光紗 1), 岩永 一範 1), 中村 敏明 1), 角山 香織 1), 矢野 良一 1), 中蔵 伊知郎 2)，

畝 佳子 2)，中村 任 1,2)，
1）大阪医科薬科大・薬，2)国立循環器病研究センター・薬剤部

P-28 ヒヒドドロロキキシシククロロロロキキンンのの治治療療効効果果・・副副作作用用とと薬薬物物代代謝謝酵酵素素遺遺伝伝子子多多型型のの関関連連解解析析
○中島 礼望 1), 伊藤 俊和 2), 高橋 真梨 1), 若井 恵里 1), 上島 智 1), 井村 嘉孝 3), 尾上 雅英 2)，
角本 幹夫 1)

1) 立命館大・薬，2) 医学研究所北野病院・薬剤部, 3) 医学研究所北野病院・リウマチ膠原病内科
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ポスター発表 ポスター会場（1 階食堂）

（P-奇数）示説時間 21 日 16：00～16：45 

（P-偶数）示説時間 21 日 17：00～17：45 

P-29 医医薬薬品品副副作作用用デデーータタベベーースス JJAADDEERR をを用用いいたた免免役役チチェェッッククポポイインントト阻阻害害剤剤にによよるる遅遅発発性性免免疫疫関関連連有有害害事事象象のの探探索索
○林山 晴信 1), 田渕 祐輔 1,2), 辻本 雅之 1), 西口 工司 1)

1) 京都薬大・薬, 2) 京都府医大病院・薬

P-30 心心不不全全患患者者ににおおけけるる HHIIFF--PPHH 阻阻害害薬薬とと鉄鉄剤剤併併用用療療法法のの有有効効性性のの検検討討
○兵頭 史香 1）, 西山 徳人 2), 岩根 詩織 1), 田中 雅幸 1,2), 辻 敏和 1)

1）摂南大・薬, 2）関西医大病院・薬剤部

P-31  抗抗菌菌薬薬適適正正使使用用支支援援チチーームム介介入入前前後後ににおおけけるる病病棟棟薬薬剤剤師師のの電電子子カカルルテテ記記載載内内容容のの定定性性的的評評価価

○黒木 祐里 1), 豕瀬 諒 1), 沢田 佳祐 1,2), 村木優一 1)

1) 京都薬科大学 臨床薬剤疫学分野,  2) 国家公務員共済組合連合会 枚方公済病院

P-32 オオピピオオイイドド誘誘発発性性悪悪心心･･嘔嘔吐吐にに対対すするるオオラランンザザピピンンのの使使用用実実態態調調査査おおよよびび有有用用性性にに関関すするる調調査査
○中尾 仁美 1), 川野 千尋 1,2), 本間 雅士 2), 太田 智博 2), 平塚 公己 2), 武道 涼平 2), 中込 梢 2),

川村 充史 2), 尾鳥 勝也 1,2)

1) 北里大･薬, 2) 北里大病院･薬剤部

P-33 糖糖尿尿病病用用薬薬配配合合錠錠のの服服薬薬アアドドヒヒアアラランンススとと脳脳心心血血管管イイベベンントト発発症症ととのの関関連連解解析析

○川田 航平 1), 松村 光紗 1), 岩永 一範 1), 中村 敏明 1), 角山 香織 1), 矢野 良一 1), 中蔵 伊知郎 2)，
畝 佳子 2), 中村 任 1,2)

1）大阪医科薬科大・薬，2) 国立循環器病研究センター・薬剤部

P-34 SSTTOOPPPP  ccrriitteerriiaa  vveerr33  をを用用いいたた高高齢齢慢慢性性腎腎臓臓病病患患者者ににおおけけるる潜潜在在的的にに不不適適切切なな薬薬剤剤のの
使使用用実実態態調調査査：：単単施施設設後後方方視視的的研研究究  

○川名 優衣 1), 山本 悠樹 1),2), 北川 遼 2), 寺口 みのり 2), 柘植 勇大 2), 澄田 恭平 2), 尾鳥 勝也 1),2)

1) 北里大・薬 2) 北里大病院・薬剤部

P-35 SSGGLLTT22 阻阻害害薬薬使使用用時時のの尿尿ケケトトンン体体検検査査のの実実態態調調査査：：糖糖尿尿病病とと非非糖糖尿尿病病のの比比較較
○安井 萌依子 1), 岩澤 真紀子 1,2), 小林 昌宏 1,2), 長﨑 郁美 1,2), 稲野 寛 2), 清水 順也 3), 林 哲範 4,5）,
尾鳥 勝也 1,2)

1) 北里大・薬, 2) 北里大病院・薬剤部, 3) 北里大院・医，4) 北里大・看,
5) 北里大病院・糖尿病・内分泌代謝内科

P-36 認認知知症症患患者者ににおおけけるる併併存存疾疾患患及及びび処処方方薬薬剤剤とと要要介介護護認認定定ととのの関関連連性性のの調調査査～～医医療療とと介介護護ののデデーータタリリンンケケーージジのの
活活用用～～  
○伊内 智 1), 中川 千拓 1),2), 宇野 貴哉 1), 横山 聡 1), 細見 光一 1)

1) 近畿大・薬, 2)奈良県総合医療センター・薬剤部

P-37 レレベベチチララセセタタムムのの有有効効性性・・安安全全性性のの評評価価::医医療療情情報報デデーータタベベーーススおおよよびび数数理理モモデデルルをを用用いいたた検検討討

○佐伯 桜華 1), 畠山 恭子 1), 岡田 章 1,2), 世良 庄司 1,2), 永井 尚美 1,2)

1) 武蔵野大・薬, 2) 武蔵野大・薬研

P-38  ププレレガガババリリンン投投与与症症例例ににおおけけるる腎腎機機能能別別中中枢枢神神経経系系有有害害事事象象発発生生状状況況にに関関すするる後後方方視視的的研研究究

○知久 菜々海 1), 武道 涼平 2), 川野 千尋 1,2), 尾鳥 勝也 1,2)

1）北里大・薬, 2) 北里大病院・薬剤部

P-39 日日本本のの医医薬薬品品副副作作用用デデーータタベベーーススをを用用いいたた SSGGLLTT22 阻阻害害薬薬とと骨骨折折のの関関連連のの評評価価
○前川 小都,  豕瀬 諒, 村木 優一
京都薬科大・薬

P-40 セセフフォォチチアアムムのの周周術術期期感感染染予予防防効効果果のの検検証証：：シシスステテママテティィッッククレレビビュューー  ＆＆  メメタタ解解析析
○鶴田 健流 1), 尾田 一貴 2), 花井 雄貴 3), 山田 智之 4), 小松 敏彰 5), 遠山 潤 2), 城野 博史 2),

斎藤 秀之 2)

1) 熊本大院・薬, 2) 熊本大病院・薬剤部, 3) 東邦大・薬, 4) 大阪医科薬科大・薬剤部, 5) 北里大・薬剤部
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ポスター発表 ポスター会場（1 階食堂） 

  （P-奇数）示説時間 21 日 16：00～16：45 

 （P-偶数）示説時間 21 日 17：00～17：45 

 
P-41  22002200 年年度度ににおおけけるる NNDDBB オオーーププンンデデーータタをを用用いいたた日日本本ににおおけけるる慢慢性性便便秘秘症症にに使使用用さされれるる経経口口薬薬のの使使用用状状況況調調査査 

○下司 直穂, 豕瀬 諒, 村木 優一 
京都薬科大学・薬 

 
P-42 AA 病病院院のの院院内内採採用用医医薬薬品品リリスストトをを用用いいたた処処方方オオーーダダリリンンググシシスステテムム利利用用時時のの３３文文字字入入力力検検索索のの特特定定率率調調査査 

○髙木 將成 1), 婦川 貴博 1.2), 神 一夢 2), 尾鳥 勝也 1,2) 
1) 北里大・薬, 2)北里大病院・薬剤部 
 

P-43 凍凍結結保保存存ししたたボボリリココナナゾゾーールル点点眼眼液液（（院院内内製製剤剤））のの安安定定性性のの検検討討 
○坂下 透子, 小山 光, 小阪直史 
京都府立医科大学附属病院 薬剤部 

 
P-44 在在宅宅療療養養患患者者のの災災害害時時避避難難行行動動やや避避難難生生活活上上のの課課題題をを点点数数化化ししたた「「避避難難困困難難度度評評価価ススココアア（（EEVVAASS））」」のの構構築築とと  

そそのの有有用用性性にに関関すするる研研究究  

○岡村 和樹 1), 生田目 潤也 2), 養田 朋也 2), 畔蒜 祐一郎 1), 平田 尚人 1) 
1) 東京薬科大・薬, 2) 株式会社ファーマシー初心 クローバー薬局永山店 
 

P-45 小小児児へへのの服服薬薬支支援援をを考考ええるる――服服薬薬支支援援ににおおけけるる保保護護者者のの行行動動とと認認識識にに差差異異がが生生じじるる要要因因のの検検討討、、おおよよびび声声掛掛けけ
ササポポーートトブブッッククへへのの反反応応のの集集計計ににつついいてて――  
○石澤 陸翔, 榎本 早姫, 岡部 陽香, 猪野 彩, 中島園美 

神戸薬科大・薬 
 

P-46 本本邦邦ににおおけけるる OOTTCC医医薬薬品品にによよるる薬薬物物中中毒毒にに関関ししてて症症例例報報告告がが多多いい成成分分をを含含有有すするる OOTTCC医医薬薬品品のの特特徴徴にに関関すするる調調査査 

〇谷内 亜依香, 今西 孝至, 地嵜 悠吾, 北田 徳昭 
京都薬科大・薬 
 

P-47  民民族族間間ににおおけけるる薬薬物物動動態態のの差差異異のの実実態態とと傾傾向向：：22002211––22002233 年年にに日日本本でで承承認認さされれたた経経口口医医薬薬品品のの分分析析  
○柴田 理紗子 1), 前田 実花 1,2）, 小林 昌宏 1,2）, 熊谷 雄治 3）, 尾鳥 勝也 1,2） 
1) 北里大・薬，2) 北里大病院・薬剤部，3) 北里大学北里研究所病院・研究部 

 
P-48 小小児児のの行行動動特特性性にに基基づづくく医医薬薬品品誤誤飲飲防防止止をを目目的的ととししたた新新規規チチャャイイルルドドレレジジススタタンンスス（（CCRR））包包装装にに関関すするる検検討討  

○村田 舞, 畔蒜 祐一郎, 平田尚人 

東京薬科大・薬 
 

P-49 在在留留外外国国人人のの受受診診抑抑制制のの実実態態とと薬薬剤剤師師のの役役割割  

○吉澤 遥香, 髙橋 恵美利, 大林 恭子 

高崎健康福祉大・薬 
 

P-50 北北里里大大学学病病院院ににおおけけるる返返却却薬薬のの廃廃棄棄状状況況調調査査：：22001155年年とと 22002244 年年のの比比較較  
○熊野 翔太 1), 春日井 公美 1,2), 長﨑 裕也 2), 尾鳥 勝也 1,2)  
1) 北里大・薬, 2) 北里大病院・薬剤部 

 
P-51 令令和和 66 年年能能登登半半島島地地震震ににおおけけるる医医薬薬品品供供給給とと調調剤剤対対応応のの実実態態にに関関すするる調調査査研研究究  

○松下 美憂, 畔蒜 祐一郎, 平田 尚人 

東京薬科大・薬 
 

P-52 社社会会保保障障制制度度にに関関すするるががんん教教育育のの実実施施ととそそのの教教育育効効果果ににつついいてて  

○木村 美里, 平田 卯季乃, 河内 正二, 横山 郁子 1） 
神戸薬科大 
 

P-53 緩緩和和ケケアア領領域域ににおおけけるる薬薬剤剤師師業業務務のの可可視視化化--緩緩和和薬薬物物療療法法認認定定薬薬剤剤師師のの分分布布とと外外来来緩緩和和ケケアア管管理理料料をを用用いいたた活活動動
評評価価--  
○中村 実結希, 北田 徳昭, 地嵜 悠吾, 今西孝至 

京都薬科大・薬 
 

P-54 GGLLPP--11 受受容容体体作作動動薬薬のの自自殺殺関関連連有有害害事事象象発発現現リリススククのの評評価価  

○堂山 颯太, 鈴木 偲文, 矢野 良一, 中村 敏明, 角山 香織 1) 
大阪医科薬科大・薬 
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ポスター発表 ポスター会場（1 階食堂） 

 （P-奇数）示説時間 21 日 16：00～16：45 

 （P-偶数）示説時間 21 日 17：00～17：45 

 

P-55 救救急急・・集集中中治治療療領領域域ににおおけけるる患患者者評評価価にに関関すするる考考察察おおよよびび日日米米のの薬薬学学教教育育・・救救急急領領域域専専門門認認定定薬薬剤剤師師制制度度のの  
比比較較--音音羽羽病病院院ででののアアドドババンンスストト実実習習をを経経験験ししてて--    
○安田 和紗 1), 岩内 大佑 2), 櫻井 登代子 2), 三浦 誠 2), 石原 慶一 1), 秋葉 聡 1), 地嵜 悠吾 1),  

村木 優一 1), 北田 徳昭 1) 
1）京都薬科大・薬，2）洛和会音羽病院・薬剤部 
 

P-56 小小学学生生へへのの薬薬のの知知識識にに対対すするる薬薬教教育育のの有有用用性性とと医医薬薬品品使使用用経経験験がが与与ええるる影影響響    
○二渡 英美子, 末廣 真理恵, 室 高広 
長崎国際大・薬 

 
P-57 令令和和 66 年年能能登登半半島島地地震震ににおおけけるる災災害害派派遣遣薬薬剤剤師師のの活活動動実実態態とと今今後後のの課課題題   

○木村 香桃 1), 原 直己 1,2), 畔蒜 祐一郎 1), 平田 尚人 1,2) 

1) 東京薬科大学・薬, 2) 南多摩保健医療圏災害医療ワーキンググループ 
 

 



本本事事業業はは、、京京都都市市おおよよびび公公益益財財団団法法人人京京都都文文化化交交流流  

ココンンベベンンシショョンンビビュューーロローーのの助助成成金金をを活活用用しし実実施施ししてていいまますす。。
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